
集光ライン加熱ユニット

有効ミラー⾧は280㎜、電圧200V 5000W最大出力にて対応可能

極めて高精度な光学性能をもち、焦点幅は約２㎜～４mm程度のシャープなライン状。

また焦点から離す事により幅を持たせた加熱も可です（幅10㎜までほぼ均熱）

集光幅はヒーターコイルの直径とほぼ同じ幅となります。

LHW-55/ｆ25/L280/200v-5kwはハロゲンランプを使用したライン状集光加熱ユニット。

左記温度分布をご確認頂けると

±70㎜幅（140㎜）の範囲が

均一に加熱できています。

ハロゲンランプは光のエネルギーを対象物に照射して、加熱対象物の温度を上げます。

他のヒーターに比べ面積当たりの電気容量が大きく、加熱対象物に

大きな光のエネルギー（熱エネルギー）を届けます。

しかし、ハロゲンランプはリフレクターを用いることでより効率よく光のエネルギーを

対象物に届けることが可能です。リフレクター無しでご使用をされると、ハロゲンランプの光は

ヒーター形状にもよりますが、360度放射されます。放射された光のエネルギーが

対象物に直接照射されない光は、筐体や面状の水冷ジャケットにあたることで

エネルギーが吸収されロスに繋がります。また筐体や水冷ジャケットにあたった光は

加熱対象物に照射されるものもございますが、されない光は加熱対象物以外のものに吸収され続け

無駄なエネルギーを使い続けることになります。

リフレクター無しと有りの場合、ヒーターの電気容量が半分以下となった例もございます。

ヒーターの電気容量が半分になることで、ヒーターの数量も減り、装置のサイズもコンパクト

になります。これから加熱装置をご検討されている、もしくは現在の装置の改善をしたい場合、

リフレクター付きのハロゲンランプユニットの威力をご体験していただければ幸いです。


